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二十歳を祝う会実行委員の誓いの言葉



　

１
月
８
日
に
文
化
観
光
交
流
館
で
「
第
74

回
松
島
町
成
人
式
（
二
十
歳
を
祝
う
会
）」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
民
法
改
正
に
よ
り
成
人

年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
初
め
て
の
成
人
式

典
で
あ
り
ま
し
た
が
、
松
島
町
で
は
20
歳
を

対
象
と
し
て
式
典
を
開
催
し
、
平
成
14
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
15
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

１
１
５
名
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
高
橋
登

和
さ
ん
（
根
廻
）
と
郷
古
花
さ
ん
（
幡
谷
）
が

「
成
人
と
し
て
の
責
任
や
新
た
な
目
標
に
向

か
い
気
を
引
き
締
め
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を

支
え
て
く
れ
た
方
々
に
恩
返
し
が
出
来
る
よ

う
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と
『
は
た
ち
の
言

葉
』
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
代
表
と
し
て
杉
原
崇
さ
ん

（
磯
崎
）
と
浅
野
富
美
子
さ
ん
（
高
城
）
か

ら
新
成
人
に
向
け
た
心
温
ま
る
エ
ー
ル
や
松

島
祭
連
竹
谷
舞
に
よ
る
お
祝
い
の
演
舞
、
恩

師
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
あ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
に
選
出
さ
れ
た
実
行
委
員
７
名
に
よ

り
、
企
画
か
ら
運
営
に
至
る
ま
で
作
り
上
げ

ら
れ
た
式
典
は
、
新
成
人
と
し
て
の
決
意
と

友
人
と
の
再
会
を
喜
ぶ
場
と
な
り
、
笑
顔
溢

れ
た
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

決
意
新
た
に

成人式実行委員会委員　誓いの言葉

松島町成人式（二十歳を祝う会）に参加された新成人達が懐かしい友人との会話に花を咲かせていました。

希望あふれる未来へ第一歩
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４
月　

ゆ
と
り
教
育
が
ス
タ
ー
ト

５
月　

日
本
と
韓
国
で
２
０
０
２
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

　
　
　

共
同
開
催

６
月　

全
国
初
の
歩
き
た
ば
こ
禁
止
条
例
が
成
立

７
月　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
に
１
，
０
０
０
万
人
目
の
ゲ
ス
ト

　
　
　

が
来
園
。

８
月　

多
摩
川
に
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
の
「
タ
マ
ち
ゃ
ん
」
が
出
現

　
　
　

ソ
ニ
ー
が
「
ベ
ー
タ
マ
ッ
ク
ス
」
の
生
産
終
了
を
発
表

９
月　

日
本
の
首
相
と
し
て
初
め
て
小
泉
首
相
が
朝
鮮
民
主
主
義

　
　
　

人
民
共
和
国
を
訪
問

　
　
　

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
（
巨
人
）
が
２
年
ぶ
り
３
９
回
目
の

　
　
　

セ
・
リ
ー
グ
優
勝
を
達
成

10
月　

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
N
A
R
U
T
O
―
ナ
ル
ト
ー
」
放
映
開
始

11
月　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
併
せ

　
　
　

て
３
億
人
目
の
ゲ
ス
ト
来
園

　
　
　

元
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー
、
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ

　
　
　

ー
が
来
日
し
、
９
年
ぶ
り
の
来
日
公
演
が
行
わ
れ
た

12
月　

東
北
新
幹
線
盛
岡
駅
‐
八
戸
駅
間
延
伸
開
業

１
月　

朝
青
龍
が
第
68
横
綱
に
昇
進

２
月　

宮
崎
駿
監
督
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
が
第
75
回
ア
カ
デ

　
　
　

ミ
ー
賞
長
編
ア
ニ
メ
映
画
賞
を
受
賞
。

新
成
人
の
生
ま
れ
た
２
０
０
２
年
の
出
来
事　

ム
ー
ビ
ー
写
メ
ー
ル
（
J
‐
フ
ォ
ン
）

ゲ
ー
ム
機 

X
b
o
x
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
）

バ
ウ
リ
ン
ガ
ル　

等

２
０
０
２
年
頃
の
新
商
品
・
ヒ
ッ
ト
商
品

道
枝　

駿
佑　
　

藤
井　

聡
太　
　

K
ō
k
i　
　

Ａ
ｄ
ｏ

２
０
０
２
年
生
ま
れ
の
芸
能
人

Ｈ
（
浜
崎
あ
ゆ
み
）　

T
r
a
v
e
l
i
n
g 

（
宇
多
田
ヒ
カ
ル
）

ワ
ダ
ツ
ミ
の
木
（
元
ち
と
せ
）

２
０
０
２
年
頃
の
ヒ
ッ
ト
曲

猫
の
恩
返
し　
　

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
シ
リ
ー
ズ

モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク

２
０
０
２
年
頃
の
映
画

空
か
ら
降
る
一
億
の
星　
　

人
に
や
さ
し
く

２
０
０
２
年
頃
の
テ
レ
ビ
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■
松
島
町
長
表
彰

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

髙　

橋　

翔　

太

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

佐
々
木　

哲　

也

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

大　

山　
　
　

聖

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

熱　

海　

完　

児

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

丹　

治　

和　

久

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

阿　

部　

龍　

也

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

赤　

間　

拓　

哉

　
　

第
４
分
団　

団
員　
　
　

松　

本　

竜　

司

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

角　

田　

慎
太
郎

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

吉　

田　

秀　

悦

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

丹　

野　
　
　

雄

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

竹　

本　

晋　

也

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

角　

田　

弘　

樹

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

佐
々
木　

秀　

義

■
宮
城
県
知
事
表
彰

　

永
年
勤
続
者
表
彰

　
　

第
６
分
団　

副
分
団
長　

菊　

地　

正　

美

　
　

第
６
分
団　

班
長　
　
　

齋　

藤　

文　

雄

　
　

第
６
分
団　

班
長　
　
　

岸　
　
　
　
　

豊

■
宮
城
県
消
防
協
会
塩
釜
地
区
支
部
長
表
彰

　
　

第
１
分
団　

班
長　
　
　

石　

森　

善　

和

　
　

第
１
分
団　

班
長　
　
　

奥　

田　

栄　

作

　
　

第
２
分
団　

班
長　
　
　

市　

川　

博　

行

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

髙　

橋　

信　

也

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

佐　

藤　

浩　

二

　
　

第
３
分
団　

副
分
団
長　

加　

藤　

謙　

一

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

岸　
　
　

正　

利

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

内　

海　

利　

洋

　
　

第
５
分
団　

班
長　
　
　

角　

田　

克　

良

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

角　

田　

勝　

美

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

早　

川　

寛　

和

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

鈴　

木　

良　

幸

　
　

第
６
分
団　

班
長　
　
　

角　

田　
　
　

実

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　
　
　

岡　
　
　

寛

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　

竹　

川　

孝　

広

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　

佐
々
木　

孝　

治

消
防
団
員
表
彰
（
敬
省
略
・
階
級
・
分
団
順
に
掲
載
階
級
は
表
彰
日
時
点
の
も
の
）

　

式
典
で
は
、
櫻
井
町
長
か
ら
の
式
辞
や
内
海
団
長

か
ら
の
告
辞
を
受
け
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が
火
災
の

な
い
１
年
を
願
い
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
団
員

に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
、
令
和
４
年
の
新
入
団
員
の

紹
介
と
宣
誓
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
、
文
化
観
光
交
流
館
で
松
島
町
消
防
団

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
閲
で
は
「
纏
」
を
先
頭
に
第
１
分
団
か
ら
第
６

分
団
ま
で
の
団
員
総
勢
１
６
０
人
が
一
糸
乱
れ
ぬ
見

事
な
行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

無
火
災
の
一
年
を
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
松
島
町
消
防
団
出
初
式

■
宮
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

竿
頭
綬　

　
　

松
島
町
消
防
団

　

功
績
章

　
　

第
５
分
団　

副
分
団
長　

櫻　

井　

一　

博

　
　

第
６
分
団　

副
分
団
長　

熊　

谷　

正　

勝

　

永
年
勤
続
章

　
　

上
記
宮
城
県
知
事
表
彰
永
年
勤
続
者
表
彰
者

　
　

に
同
じ

　

勤
続
章

　
　

上
記
宮
城
県
消
防
協
会
塩
釜
地
区
支
部
長
表

　
　

彰
者
に
同
じ

　

表
彰
状

　
　

第
１
分
団　

団
員　
　
　

西　

澤　

直　

之

　
　

第
１
分
団　

団
員　
　
　

西　

澤　

宏　

之

　
　

第
１
分
団　

団
員　
　
　

山　

崎　

吉　

勝

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

櫻　

井　

義　

樹

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

髙　

橋　

克　

敏

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

阿　

部　

隆　

彦

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

大　

友　

孝　

佑

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　

笹
城
戸　

一　

雄

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　

山　

崎　

富　

男

感
謝
状　

　
　

菅
原　

ゆ
き
子　

様

（
第
３
分
団　

櫻
井　

新　

副
分
団
長
夫
人
）

新
入
団
員
紹
介

　

令
和
４
年
中
に
松
島
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

７
人
の
新
入
団
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
敬
称
略
・
分
団
順
に
掲
載
】

　
　

第
１
分
団　

団
員　
　
　

舘　

山　
　
　

輝

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

亀　

山　

勝　

久

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

角　

田　

雅　

弥

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

福　

田　
　
　

稔

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

赤　

間　

洋　

太

　
　

第
４
分
団　

団
員　
　
　

池　

田　
　
　

猛

　
　

第
４
分
団　

団
員　
　
　

三　

浦　

信　

幸

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

ま
と
い

▲来賓と消防団を前に纏
　を振る団員

▲令和４年中に入団した新入団員

▲観閲者を前に行進する団員
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〈　寄　付　・　寄　贈　〉
町へ
寄贈
・有限会社セツルメント
　　　歩行器　　　１台

町の人口
１月１日現在住民基本台帳
（）は前月比

男　性
女　性
人口計
世帯数

６，４６６ 人  
６，８５５ 人  
１３，３２１ 人  
５，７２０世帯

（ ー１４ 人  ）
（ ー１９ 人  ）
（ ー ３３ 人  ）
（ ー１５ 世帯）

「すくすく１歳おめでとう」の掲載案内は誕生月の前々月
末～前月上旬頃にお送りしています。ぜひご応募ください。

令和４年２月生まれ
町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。

おめでとう
す
く く
す 1歳

●問合先　企画調整課　☎３５４‐５７０２

　
　

の
ぎ

野
木　

う
ら
ら
ち
ゃ
ん

令
和
４
年
２
月
21
日
生
ま
れ　

長
女（
磯
崎
）

た
く
さ
ん
お
出
か
け
し
よ
う
ね
！
大
好
き
！

社会福祉協議会へ
寄付
・匿　名　２０,０００円  　・匿　名　１０,０００円
・木　村　正　明　様　　　　　　　３００,０００円　
・今　野　由紀夫　様　　　　　　　５００,０００円　　　
・今　野　留美子　様　　　　　　　５００,０００円

Ｑ　

４
年
連
続
で
受
賞
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

率
直
に
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

Ａ　

前
年
度
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
と
き

は
演
技
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
の
で
前
年
度
を

超
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
、

３
年
連
続
で
賞
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
ダ
ブ
ル
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
今
回
は
前
年
度
以
上
に
気
合
い

が
入
っ
て
い
た
の
で
無
事
賞
が
撮
れ
る
こ
と
が
で
き
、

安
心
し
ま
し
た
。

Ｑ　

受
賞
し
た
名
目
の
通
り
、
今
回
の
Ｃ
Ｍ
作
品
は

面
白
い
作
品
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
工
夫
さ
れ

た
所
は
ど
こ
で
す
か
。

Ａ　

今
回
は
伊
達
政
宗
と
松
島
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
Ｃ
Ｍ
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
伊
達
政
宗
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
視
聴
者

の
皆
さ
ん
の
心
と
記
憶
に
残
せ
る
よ
う
に
、
演
技
や

ア
フ
レ
コ
を
少
し
大
ぶ
り
に
し
ま
し
た
。
特
に
駄
々

を
こ
ね
る
シ
ー
ン
に
は
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

Ｑ　

今
回
の
Ｃ
Ｍ
作
品
の
内
容
を
作
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
。

Ａ　

松
島
と
い
え
ば
、
日
本
三
景
と
し
て
の
景
色
や

瑞
巌
寺
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
有
名
な
の
で
、
今

回
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
ス
ポ
ッ
ト
を
Ｃ
Ｍ
に
し

て
、
よ
り
松
島
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ　

最
後
に
Ｃ
Ｍ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
見
る
よ
と
い
う
方
に
向
け
て
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

Ａ　

威
厳
の
あ
る
し
ゃ
べ
り
方
の
伊
達
政
宗
で
は
な

く
、
フ
ラ
ン
ク
に
現
代
語
を
話
す
伊
達
政
宗
が
コ
ミ

カ
ル
に
「
千
貫
島
」
の
由
来
を
再
現
す
る
今
回
の
Ｃ

Ｍ
は
、
一
度
見
た
ら
き
っ
と
記
憶
に
残
る
と
思
い
ま

す
。
Ｃ
Ｍ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
千
貫
島
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
ら
、
是
非
と
も
足
を
運
ん
で
見
て
く
だ
さ

い
！

　

第
21
回
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
（
２
０
２
３

年
１
月
３
日
放
送
）
で
松
島
高
等
学
校
観
光
科
の
生

徒
が
制
作
し
た
作
品
「
青
葉
城
の
庭
に
（
ウ
チ
の
に

わ
に
）」
が
お
も
し
ろ
賞
を
受
賞
し
、
４
年
連
続
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
２
０
２
２

　
　
　
　
　
　
　

松
島
高
校
の
作
品
が
お
も
し
ろ
賞
受
賞
！

Ｃ
Ｍ
に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

▲作品はこちらから
　ご覧になれます。
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①申告者本人のマイナンバーカード　
　＊通知カードの場合は、運転免許証などの「身元確認書類」が別途必要です。
②本人名義の金融機関の口座番号が分かるもの（所得税の還付が発生する方のみ）
③収入を証明するもの（令和４年１月１日 ～ 令和４年１２月３１日分）
　○営業、不動産、農業収入、その他の事業に係る収支が分かる帳簿や領収書　＊事前に収支内訳書を作成のうえ持参ください。
　○給与収入、公的年金収入等の源泉徴収票　○生命保険の一時金・満期等の収入証明書
　○講演料や個人年金等の収入額が分かる支払証明書等
④下記の控除を証明するもの（令和４年１月１日 ～ 令和４年１２月３１日分）

＊確定申告用紙等は、役場税務班「申告書用紙コーナー」に配置しております。
○マスクの着用や手指消毒などの予防対策の徹底をお願い致します。
○体調がすぐれない場合（体温３７.５度以上など）は来場をご遠慮ください。
○原則ご本人のみでお越しください。介助を要するなどの理由により複数名でお越しになる場合は、必要最小限の人数でお越し
　ください。

　確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただくと、自宅等で作成することができます。
町の申告会場は混雑するため、多くの待ち時間が必要になります。ぜひ、「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください。

■「マイナンバーカード」または「ID・パスワード方式の届出完了通知」をお持ちの方は、
　 e-Taxを利用して申告することができます。

★国税庁ホームページ
（https://www.nta.go.jp/）
★スマホはこちらから

申告の際に持参するもの

○申告書作成会場について
【受付場所】　マリンゲート塩釜　２階　ベイサイドルーム（塩竈市港町１－４－１）
【開設期間】　令和５年２月１６日㊍ ～３月１５日㊌（土・日・祝日を除く。）
【開設時間】　午前９時～午後４時
 ※昨年と作成会場は同じですが、受付場所が変わりますのでご注意ください。　塩釜税務署　☎３６２‐２１５１

塩釜税務署からのお知らせ

確定申告書はパソコンやスマ－トフォンから作成できます

○医療費控除の明細書（事前に明細書を作成し、持参してください。）

　明細書の代わりとして、医療費通知書のみの添付でも可能です。

○国民健康保険税　○後期高齢者医療保険料　○任意継続保険料　○介護保険料

○国民年金保険料（日本年金機構が発行する「納付済額のお知らせ」）等納付額が確認できる

　もの　＊年金から天引きされた額については、源泉徴収票に記載されています。

○小規模企業共済等掛金払込証明書　

○確定拠出年金（個人型年金）の小規模企業共済（iDeCo）等掛金払込証明書

○生命保険料控除証明書　○個人年金保険料控除証明書　○介護医療保険料控除証明書

○地震保険料控除証明書　○旧長期損害保険料控除証明書

○配偶者及び扶養親族の所得が分かるもの

○配偶者及び扶養親族のマイナンバーが確認できる書類

○障がい者手帳などの各種手帳　○障がい者控除対象者認定書（健康長寿課高齢者支援班発行）

○学生証　○学校などから交付される証明書

○領収書（証明書）など

　＊「ふるさと納税ワンストップ特例」の適用に関する申請書を提出された方が申告を行う

　　場合は、改めてふるさと納税の金額を寄附金控除額の計算に含める必要があります。

○請負契約書または売買契約書（写）　

○家屋及び土地（土地を合わせて購入した場合のみ）の登記事項証明書（登記簿謄（抄）本）

○住宅借入金の年末残高等証明書（原本）等

医 療 費 控 除

社 会 保 険 料 控 除

小規模企業共済等

掛 　 金 　 控 　 除

生 命 保 険 料 控 除

地 震 保 険 料 控 除

配偶者（特別）控除

扶 　 養 　 控 　 除

障 が い 者 控 除

勤 労 学 生 控 除

寄 附 金 控 除

住宅借入金等特別

控除（初年度の場合）

確定申告書等作成コーナーの場合
２４時間（メンテナンス時間を除く）
０分（HPを開けばすぐ！）
すべて自動計算
郵送またはe-Taxでの送信

町の申告会場の場合
平日のみ
状況により変動２時間程度
来場前に自分で計算
役場が税務署へ提出

受 付 時 間
待 ち 時 間
所 得 計 算
提 出 方 法
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　松島町では、令和５年度（令和４年中収入）の申告受付を下記日程のとおり行います。内容をご確認のうえ、申告が必要な方
は期間内に申告をお願いします。

　午前中は非常に混み合います。状況によっては午後に再来場をお願いする場合がありますのでご了承ください。　
　また、確定申告書は、パソコンやスマートフォンで国税庁のホームページから自宅等でも作成ができますので、ぜひ、ご利用
ください。

（１）事業（営業、農業等）、不動産の収入があった方
　　　＊今回の申告から、本業以外に事業所得がある方は、事業所得に係る取引を記録した帳簿類の保存がない場合、事業所
　　　　得ではなく雑所得として取り扱いますのでご注意ください。
（２）給与収入があり、次に該当する方
　　　①令和４年中に退職して年末調整をされていない方、２カ所以上から給与を受けた方
　　　②給与以外に所得（年金所得含む）があった方
 ＊給与以外の所得が２０万円以下で確定申告の必要がない方でも、町・県民税の申告は必要です。
　　　③各種控除の追加・変更がある方
　　　　＊年末調整をした方で、控除対象扶養親族とした方の所得金額が４８万円を超える場合は、扶養親族を外す申告が必
　　　　　要になります。アルバイト等であっても所得になりますのでご注意ください。
（３）年金収入があり、次に該当する方
　　　①公的年金（国民年金、厚生年金、企業年金等）の収入が４００万円を超える方
　　　②公的年金以外の収入（給与、営業、不動産、農業等の収入）がある方
　　　③配偶者控除、扶養控除、障害者控除、寡婦・ひとり親控除の追加、変更がある方
　　　④社会保険料控除額に追加する分がある方
　　　　＊年金から特別徴収されている介護保険料等以外に、納付書や口座振替で社会保険料等を納付している方
　　　⑤医療費控除、生命保険料控除、地震保険料控除がある方
　　　　＊ただし、公的年金収入のみの方で、６５歳未満で収入が１００万円以下の方、６５歳以上で収入が１５０万円以下
　　　　　の方は各種控除があっても申告の必要はありません。
（４）収入がない方または非課税収入（障害年金、遺族年金、失業給付金等）のみで次に該当する方
　　　①令和５年度の所得・課税等の税に関する証明書等が必要になる方
　　　　＊申告書を提出されない場合は、所得・課税等の税に関する証明書等の発行ができませんのでご注意ください。
　　　②国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療保険に加入している方及びその世帯員の方
　　　　＊各種保険料（税）の算出、軽減制度、高額療養費及び限度額認定証の適用に必要となります。
　　　③医療福祉制度や児童扶養手当等を受給される方、町営住宅に入居している方

■次に該当する方は、塩釜税務署申告会場（マリンゲート）で申告をお願いします。
○青色申告をする方　　　　　　　　　　　〇令和５年１月１日現在松島町に住民登録がない方
○令和３年分以前の収入の申告をする方　　〇消費税の申告
○上場株式等の配当所得に関する申告（総合課税および分離課税）、FXや仮想通貨に関する申告をする方
○不動産の売却（公共事業に伴う不動産の売却を除く）や株、先物取引の譲渡所得の申告をする方

※日曜日の申告受付はありませんのでご了承ください。※できるだけ地区割当て日における申告をお願いします。

受付日

2月16日㊍

2月17日㊎

2月20日㊊

2月21日㊋

2月22日㊌

2月24日㊎

2月27日㊊

2月28日㊋

3月  1日㊌

3月  2日㊍

漁業者（松島地区）・観光船業者

松島地区（１・２・３・４・５・６・７）

松島地区（８・９・10・11・12・13）

手樽行政区

磯崎地区（１・２・３）

磯崎地区（４・５・６・７）

磯崎地区（８・９・10・11）

下竹谷行政区

北小泉行政区・上竹谷行政区

申告受付対象地区

●日　時　令和５年２月１６日㊍～３月１５日㊌　※土・日・祝日を除く
　　　　　受付／午前９時～１１時まで・午後１時～３時まで
●場　所　松島町文化観光交流館　２階　講座室　　　　　　　　　●問合先　財務課税務班　☎０２２‐３５４‐５７０３

令和５年度　町・県民税申告及び確定申告について

申告が必要な方

申告日程
受付日

3月  3日㊎

3月  6日㊊

3月  7日㊋

3月  8日㊌

3月  9日㊍

3月10日㊎

3月13日㊊

3月14日㊋

3月15日㊌

幡谷行政区・根廻行政区

本郷行政区

初原行政区・桜渡戸行政区

高城地区（西柳１・２・高城１・２・３・新３・４・５・中・割波）

高城地区（割波２・光陽台・高城６・新６・７・８・９・10）

全行政区

申告受付対象地区
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マイナポイント第２弾申込受付中

３つの方法・場所で申込みできます

　現在、マイナポイント第２弾「最大２０,０００円分のマイナポイントの付与」の申込受付中です。

　役場でのマイナポイント申込手続きについては予約制となっております。希望される方は、下記問合先までお電話をお願い
します。マイナポイントを申込みたい方で、まだマイナンバーカードを作っていない方は、申請をお願いします。
　マイナンバーカードの申請方法については、左のＱＲコード(※)及び下記をご確認ください。

○紛失時の一時停止
　２４時間３６５日受付のマイナンバー総合フリーダイアルに
　電話連絡することで一時停止措置がとられ、なりすまし利用
　を防止できます。　
○マイナンバーカード券面
　顔写真付きのため、第三者が、容易になりすますことはでき
　ません。　
○ICチップ　
　必要最小限の情報のみ記録しており、税情報などのプライバ
　シー性の高い情報は記録されません。　
○記録情報の盗取は困難
　不正な情報盗取に対し、自動的に記録情報を消去
　する機能などの対抗措置を施しています。
○利用には暗証番号が必要
　電子証明書ごとに暗証番号が設定されており、
　なりすましできません。

マイナンバーカードの安全性

　現在、町内郵便局においてマイナンバーカードを申請することができます。予約不要で、その場で写真を撮り（無料）申
請できますので、ぜひご利用ください。
　詳しくは、お近くの郵便局にお問い合わせください。　
●期　　　間　～令和５年３月３１日まで（予定）※最新情報をご確認ください。
●実施郵便局　松島郵便局、松島海岸郵便局、初原郵便局、品井沼駅前郵便局
●持　ち　物　QRコード(※)付きのマイナンバーカード申請書
　　　　　　 （国から自宅に送付されたもの、もしくは、役場窓口で取得したもの）

町内郵便局でマイナンバーカードの申請ができます

●問合先　町民福祉課町民サービス班　☎３５４‐５７０５

・マイナポイントアプリ
　をダウンロード

・マイナンバーカードに対応したカードリー
　ダーが必要です。
・「マイキーID作成・登録準備ソフト」をインス
　トールしてください。
・マイナポイント予約・申込サイトからお申
　し込みください。

役場窓口、KDDI（auショップ）、
NTTドコモ（ドコモショップ）、イオン
グループ、セブン銀行（ATM）、ローソ
ン（マルチコピー機）、郵便局、ソフト
バンクショップ　などスマホ・パソコンでの

申込方法詳細について▶ マイナポイント手続き
スポット詳細について▶

マイナンバーカード申請方法 ▶

スマートフォン パソコン マイナポイント手続スポット

マイナポイント予約・申込サイト

マイナポータルからオンラインで転出届を提出できるようになります

政策内容詳細▲

※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

町HPもご覧ください ▲

マイナポイントの申請
（対象のカードの申請期限については最新情報を確認ください）
　
本人確認の際の身分証明書として使用できます
　
住民票等の証明書をコンビニで取得できます
　
健康保険証として利用できます
　
マイナポータルから転出届を提出できます

マイナンバーカードでできること注目

NEW

　令和５年２月６日から、転出届についてマイナポータル（※1）を通じたオンラインでの届出が可能になります。
　このサービスを利用する方は、転出にあたり松島町役場への来庁が原則不要（※2）となります。
　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方で、日本国内での引越しをする方がご利用いただけ、
　ご自身単身での引越しの他、ご自身と同一世帯員、ご自身以外の世帯員の方の引越しでも利用が可能です。

　　　　　　　※1 政府が運営している行政手続きのオンラインサービスです。
　　　　　　　※2 転出届の不備対応等のため来庁いただくことがあります。また、転出届の提出をした後
　　　　　　　　　は、別途、転入先市区町村の窓口で転入届等の手続が必要です。
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「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
」を
実
施
し
ま
す　

i
　

こ
の
放
送
は
、
消
防
庁
が
地
震
・
津
波
や
武
力
攻

撃
な
ど
の
情
報
を
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
確
実
に
国

民
へ
伝
達
す
る
た
め
に
実
施
す
る
試
験
放
送
で
す
。

※
実
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

訓
練
の
概
要

●
日　

時　

２
月
15
日
㊌　

 

午
前
11
時
頃

●
放
送
内
容

　

「
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
」

　

「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
×
３
回

　

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
ま
つ
し
ま
こ
う
ほ
う
で
す
」

　

「
終
了
の
チ
ャ
イ
ム
」

　

な
お
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は
、
放

送
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

２
月
の
ご
み
収
集
に

関
す
る
注
意
点

　

２
月
11
日
㊏
（
建
国
記
念
の
日
）
及
び
２
月
23
日

㊍
（
天
皇
誕
生
日
）
に
つ
い
て
は
、
通
常
祝
日
の
た

め
、
ご
み
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

・「
家
庭
系
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
併
せ
て
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

環
境
防
災
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i
防
災
行
政
無
線
の
一
時
停
止
に

つ
い
て

　

２
月
４
日
㊏
・
５
日
㊐
の
２
日
間
、
防
災
行
政
無

線
の
更
新
工
事
に
伴
い
、
午
前
６
時
・
正
午
・
午
後

５
時
の
時
報
放
送
を
一
時
停
止
し
ま
す
。
翌
６
日
㊊

か
ら
通
常
ど
お
り
時
報
放
送
を
再
開
し
ま
す
。

●
問
合
先　

環
境
防
災
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

状
況
等
調
査
を
実
施
し
ま
す

●
期　
　

間　

３
月
上
旬
か
ら
５
月
上
旬
ま
で

●
調
査
世
帯　

１
０
０
世
帯
（
無
作
為
抽
出
）

●
調
査
方
法　

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　
　
　
　
　

※
ご
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

　
　
　
　
　

松
島
消
防
署　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
６

i
春
の
火
災
予
防
運
動
が

行
わ
れ
ま
す　

　

３
月
１
日
㊌
か
ら
３
月
７
日
㊋
ま
で

　

令
和
４
年
も
建
物
火
災
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
住

宅
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る

こ
と
や
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安
全
装
置
の

付
い
た
機
器
を
使
用
し
、
火
災
の
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
取
り
組
み
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

10
の
ポ
イ
ン
ト

▼
４
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。
②
ス
ト
ー
ブ
の
周

り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。
③
コ
ン
ロ
を

使
う
時
に
は
、
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。
④
電
気
コ

ン
セ
ン
ト
付
近
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
要
な
プ
ラ

グ
は
抜
く
。

▼
６
つ
の
対
策

①
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
、
安
全
装
置
の
付
い
た

機
器
を
使
用
す
る
。
②
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
、
定
期
的
に
点
検
を
行
う
。
③
家
庭
内
の
部
屋
を

整
理
整
頓
し
、
寝
具
及
び
カ
ー
テ
ン
は
防
炎
品
を
使

用
す
る
。
④
消
火
器
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認
し

て
お
く
。
⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
避

難
経
路
と
方
法
を
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。
⑥
防
火

防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の

防
火
対
策
を
行
う
。

●
問
合
先　
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課　

☎
３
６
1
‐
１
６
１
７

i

第
45
回
松
島
か
き
祭
り
を

開
催
し
ま
す

　

３
年
ぶ
り
に
松
島
の
冬
の
風
物
詩
「
松
島
か
き
祭

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
様
々
な
か
き
料
理
や
、
宮
城
の
海
の
幸

な
ど
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
三
景
観
光
連
絡
協
議
会
に
よ
る
合
同

Ｐ
Ｒ
も
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

●
日　

時　

２
月
５
日
㊐　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
場　

所　

松
島
海
岸
グ
リ
ー
ン
広
場

●
内　

容

【
会
場
内
各
ブ
ー
ス
】

・
か
き
販
売
コ
ー
ナ
ー
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

・
か
き
料
理
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

【
特
設
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
】

●
問
合
先　

松
島
か
き
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

（
松
島
観
光
協
会
内
）　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
２
６
１
８

お
知
ら
せ

▲写真はイメージです

▲写真はイメージです。
　感染症対策のため、プラカップ
　での提供となります。

　

利
き
酒
を
し
な
が
ら
町
歩
き
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
お
酒
は
店
舗
に
よ
っ
て
様
々
な
銘
柄
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
宮
城
の
美
味
し
い

お
酒
を
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日　

２
月
４
日
㊏
、
５
日
㊐

●
場　

所　

参
加
各
店
舗

（
松
島
海
岸
地
区
商
店
街
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
）

●
問
合
先　

宮
城
ま
る
ご
と
・
ほ
ろ
酔
い
ま
つ
り

　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
（
松
島
観
光
協
会
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
２
６
１
８

宮
城
ま
る
ご
と
・

ほ
ろ
酔
い
ま
つ
り

　

１
月
に
各
世
帯
に
配
付
し
て
お
り
ま
す
「
新
春
じ
ゃ
！

入
れ
て
参
ろ
う　

松
島
町
燃
油
高
騰
対
策
燃
料
券
」

の
使
用
期
限
は
、
２
月
28
日
㊋
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
３
月
以
降
、
燃
料
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

利
府
松
島
商
工
会
松
島
事
務
所　

☎
３
５
４
‐
３
４
２
２

産
業
観
光
課
産
業
振
興
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
７

燃
料
券
の
使
用
は

２
月
末
ま
で
！

i



10広報まつしま

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン（
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）

助
成
に
つ
い
て

i
　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）

を
自
費
接
種
し
た
方
に
、
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
（
①
〜
③
に
当
て
は
ま
る
方
）

①
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
松
島
町
に
住
民
票
が

　

あ
る
平
成
９
年
４
月
１
日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日

　

生
ま
れ
の
女
性

②
17
歳
に
な
る
年
度
始
め
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日

　

ま
で
に
、
２
価
ま
た
は
４
価
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接

　

種
を
受
け
、
実
費
負
担
し
た
方

③
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成
を
他
市
町
村
か
ら
受

　

け
て
い
な
い
方

●
申
請
期
限　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

●
申
請
方
法　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
窓
口

　

ま
た
は
、
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
必
要
書
類　

①
申
請
書　

②
領
収
書
（
接
種
し
た

回
数
分
）
③
接
種
済
み
を
証
明
す
る
書
類
（
母
子
健

康
手
帳
の
写
し
ま
た
は
、
接
種
済
証
）
④
振
り
込
み

先
の
口
座
が
分
か
る
も
の

※
申
請
書
・
証
明
書
の
用
紙
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

ど
ん
ぐ
り
窓
口
ま
た
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

　

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

い
ち
お
し
健
康
塾
を

開
催
し
ま
す

i
　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
ご
自
身
の
健
康
や

食
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
旬

の
魚
を
使
っ
た
料
理
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
行
い
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

２
月
24
日
㊎　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
場　

所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

　
　
　
　
　

栄
養
指
導
室

●
内　

容　

講
話
・
調
理
実
習

　
　
　
　

「
旬
の
魚
を
使
っ
た
料
理
講
習
会
」

　
　
　
　
　

講
師　

仙
台
水
産
株
式
会
社

●
参
加
費　

３
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん

●
そ
の
他　

・
感
染
症
拡
大
等
で
内
容
を
変
更
す
る
場
合
も
あ

　

り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
ま
つ
し
ま
の
方
も
一
緒

　

に
参
加
し
ま
す
。

●
申
込
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

　
　
　
　
　

※
申
込
締
切　

２
月
17
日
㊎

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

追
加
接
種
に
つ
い
て

　

３
月
末
ま
で
町
内
４
医
療
機
関
で
個
別
接
種
を
行
っ

て
い
ま
す
。
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

製
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
型
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

前
回
接
種
日
か
ら
３
か
月
を
経
過
す
れ
ば
追
加
接

種
が
で
き
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方
は
お
早

め
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ひ
と
り
１

回
で
完
了
で
す
。

　

４
月
以
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
国
の
方
針
が
示
さ
れ
次
第
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
予
約
・
ご
相
談

　

松
島
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

　

策
室　

☎
３
５
５
‐
０
６
６
７

i

松
島
病
院
外
科
外
来

「
乳
が
ん
検
診
」

　

日
本
人
女
性
の
か
か
る
「
が
ん
」
の
１
位
は
乳
が

ん
で
、
年
々
増
え
て
い
て
９
人
に
１
人
が
な
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

町
の
乳
が
ん
検
診
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
撮
影

し
、
し
ば
ら
く
し
て
結
果
（
異
常
な
し
又
は
要
精
密

検
査
）
の
連
絡
が
い
き
ま
す
。

　

異
常
な
し
な
ら
乳
房
を
自
分
で
触
れ
た
り
形
を
見

た
り
し
て
、
気
に
な
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
次
回
の
検

診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
次
回
検
診
ま
で
の
間
、

乳
房
に
「
し
こ
り
」
や
何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
病
院
（
外
科
や
乳
腺
外
科
）
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　

乳
が
ん
は
適
切
な
治
療
を
受
け
る
と
治
る
方
も
多

く
い
ま
す
。
要
精
密
検
査
の
場
合
は
早
め
に
病
院
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

定
期
的
に
乳
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
　

松
島
病
院
外
科

　
　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
８
１
１

i

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

●
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
M
R
）
２
期

　

小
学
校
就
学
前
（
平
成
28
年
４
月
２
日
生
か
ら
平

成
29
年
４
月
１
日
生
）
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で

す
。
接
種
期
間
は
小
学
校
就
学
の
前
日
（
令
和
５
年

３
月
31
日
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
け
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
二
種
混
合
（
D
T
）

　

対
象
年
齢
は
11
歳
か
ら
13
歳
未
満
の
方
で
す
。
ジ

フ
テ
リ
ア
と
破
傷
風
を
予
防
し
ま
す
。
令
和
４
年
４

月
に
小
学
校
６
年
生
の
方
へ
予
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
受
け
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
の
受
け
方
や
対
象
年
齢
、
予
診
票
の
再

交
付
な
ど
詳
し
く
は
問
合
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
転
入
等
で
予
診
票
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
風
し
ん
抗
体
価
が
低
く
、
か
つ
次
の
①

i

自
立
支
援
医
療
費(

精
神
通
院)

・

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請

に
つ
い
て

　

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）・
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
申
請
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来
ら
れ
る

方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i

か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
19
歳
〜
49
歳
で
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

③
①
に
掲
げ
る
女
性
の
同
居
者

※
過
去
に
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を
受

　

け
た
方
は
対
象
外
で
す
。

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
２
ヶ
月
間
は
避
妊
が
必
要
で
す
。

●
費　

用　

無
料
（
抗
体
価
検
査
費
用
は
自
己
負
担

　
　
　
　
　

で
す
。）
※
宮
城
県
で
は
、
風
し
ん
抗

　
　
　
　
　

体
価
検
査
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

詳
し
い
対
象
者
に
つ
い
て
は
県
の
ホ
ー

　
　
　
　
　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班
（
保
健
福

　
　
　
　
　

祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

兼
高
齢
受
給
者
証
の
交
付
に

つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
今
月
70
歳
に
な
る
方

（
昭
和
28
年
２
月
２
日
〜
３
月
１
日
生
ま
れ
）
に
高

齢
受
給
者
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険

証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
破
棄
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

i

●
発
送
日　

２
月
16
日
㊍

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５
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宮
城
県
最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る

宮
城
県
最
低
賃
金
が
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
次
の
①
か
ら
③
の
業
種
に
該
当
す
る
事
業

場
で
働
く
労
働
者
に
は
、
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

●
宮
城
県
最
低
賃
金　

時
間
額　

８
８
３
円

　

発
効
日　

令
和
４
年
10
月
１
日

●
特
定
最
低
賃
金

①
鉄
鋼
業　

時
間
額　

９
８
３
円

　

発
効
日　

令
和
４
年
12
月
15
日

②
電
子
部
品
･
デ
バ
イ
ス
･
電
子
回
路
、
電
気
機
械

　

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

時
間
額　

９
１
９
円

　

発
効
日　

令
和
４
年
12
月
15
日

③
自
動
車
小
売
業　

時
間
額　

９
４
６
円

　

発
効
日　

令
和
４
年
12
月
15
日　

●
問
合
先　

宮
城
労
働
局
賃
金
室　

　
　
　
　
　

☎
２
９
９
‐
８
８
４
１

i

水
道
管
を
冬
の
寒
さ
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
！

　

水
道
管
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と

凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

水
道
管
の
中
で
水
が
凍
る
と
、
水
が
出
な
く
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
水
道
管
が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
特
に
凍
り
や
す
い
場
所
は
、
北
側
や
風
当
た

り
の
強
い
場
所
で
露
出
し
て
い
る
水
道
管
・
給
湯
器

な
ど
で
す
。
漏
水
時
の
修
理
費
及
び
漏
水
分
の
料
金

は
お
客
さ
ま
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
凍
結
防
止
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
凍
結
防
止
対
策

①
長
期
間
留
守
に
す
る
際
に
は
、
水
抜
栓
を
閉
め
る
。

②
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
の
作
動
状
態
の
確
認
。

③
屋
外
に
設
置
し
て
い
る
散
水
栓
や
水
抜
栓
の
水
抜

　

き
の
確
認
。

④
露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
タ
オ
ル
や
毛
布
な
ど
を

　

巻
い
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
布
を
入
れ

　

る
。

■
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

水
道
管
に
タ
オ
ル
等
を
あ
て
て
、
上
か
ら
ぬ
る
ま

湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ
い
。
蛇
口
を
開
け
た

ま
ま
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
漏
水
し
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
栓
を
回
し
て
水
を
止
め
て
か
ら
、
町
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

へ
修
理
を
依
頼
し
て
下
さ
い
。
町
外
で
も
対
応
可
能

な
事
業
者
も
あ
り
ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

松
島
町
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２
９
０
‐
０
０
０
５

i

▲町公式ＨＰ

移
住
希
望
者
が
町
内
の
空
き
家
・

空
き
店
舗
を
探
し
て
い
ま
す
！

　

近
年
、
移
住
希
望
者
か
ら
購
入
ま
た
は
賃
貸
可
能

な
町
内
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
情
報
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
居
住
が
困
難
な
物
件
等
に
関
し
て
は
、
掲
載
を
お

断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
）

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
掲
載
に
係
る
手
続
き
等

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
】

　
●
問
合
先　

企
画
調
整
課

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

　

【
将
来
利
用
予
定
が
あ
る
場
合
】

　

〇
定
期
借
家
契
約

　
　

期
間
満
了
で
契
約
が
終
了
し
、
更
新
義
務
が

　

な
い
定
期
借
家
契
約
も
あ
り
ま
す
。

　

【
買
い
手
・
借
り
手
を
見
つ
け
る
場
合
】

　

〇
不
動
産
業
者

　
　

住
宅
を
売
却
や
賃
貸
す
る
場
合
は
、
不
動
産

　

業
者
に
仲
介
を
依
頼
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

●
問
合
先

　

（
公
社
）
宮
城
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
　
　
　
　

☎
２
５
３
‐
６
４
２
０

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
５
３
‐
６
４
２
１

適
正
に
空
き
家
・
空
き
地
を

管
理
し
ま
し
ょ
う

募

h
ttp
s://w

w
w
.to
w
n
.m
iya
g
i-

m
a
tsu
sh
im
a
.lg
.jp
/in
d
e
x.c
fm
/

1
2
.0
.4
6
.4
4
3
.h
tm
l

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設
に
係
る

地
域
住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て

i
　

太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
施
工

事
業
者
が
地
域
住
民
に
対
し
計
画
段
階
か
ら
説
明
し

合
意
形
成
を
図
る
よ
う
、
経
済
産
業
省
及
び
宮
城
県

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
不
足
が
原
因
で
ト

ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
事
例
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め

地
域
住
民
へ
の
説
明
を
徹
底
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
土
地
の
所
有
者
の
方
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
工
事
を
依
頼
さ
れ
る
際
、
十
分
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
】

「
事
業
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
太
陽
光
発
電
）」

【
宮
城
県
】

「
宮
城
県
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

●
こ
の
記
事
に
関
す
る
問
合
先

　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

h
ttp
s://w

w
w
.e
n
e
c
h
o
.m
e
ti.g
o
.jp
/

c
a
te
g
o
ry/sa

vin
g
_a
n
d
_n
e
w
/sa
ie
n
e
/

ka
ito
ri/fit_n

in
te
i.h
tm
l

h
ttp
s://w

w
w
.p
re
f.m
iya
g
i.jp
/so
sh
iki/

sa
ise
i/p
v-g
u
id
e
lin
e
.h
tm
l

▲経済産業省

▲宮城県

油
漏
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
点
検
を

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
家
庭
や
事
業
所
で
灯
油
な

ど
の
油
類
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
に
灯
油
を
移
す
時
に
目

を
離
し
た
り
、
バ
ル
ブ
の
閉
め
忘
れ
に
よ
る
油
流
出

事
故
が
増
え
、
河
川
に
流
れ
出
す
と
環
境
を
汚
染
す

る
ほ
か
火
災
の
原
因
と
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
油
類
が
流
出
し
た
際
に
は
速
や
か
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
・
連
絡
先　

　

国
土
交
通
省
北
上
川
下
流
河
川
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
２
５
‐
９
４
‐
９
８
５
２

i

　

松
島
消
防
署　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
６

　

環
境
防
災
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２
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葬
祭
費
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

　

国
民
健
康
保
険
制
度
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
葬
祭
を
営
ん

だ
喪
主
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
葬
祭
費
と
し
て
５
万

円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
（
喪
主
で
あ
れ
ば
第
三
者

で
も
支
給
可
能
で
す
。）

　

葬
祭
費
を
申
請
で
き
る
権
利
は
、
葬
祭
を
行
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
と
き
ま
で
で
す
。

　

時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
葬
祭
費
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
い
な

い
場
合
は
、
期
限
に
注
意
し
忘
れ
ず
に
手
続
き
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

i

松
島
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

募
　

経
済
的
理
由
か
ら
修
学
が
困
難
な
方
を
対
象
に
奨

学
金
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
貸
与
金
額
（
月
額
）

・
高
校
生　

自
宅
通
学
者　
　

１
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

自
宅
外
通
学
者　

２
０
，０
０
０
円

・
大
学
生　

自
宅
通
学
者　
　

２
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

自
宅
外
通
学
者　

３
０
，０
０
０
円

●
償
還
期
間　

松
島
町
奨
学
金
は
無
利
子
で
す
。
学

　

校
を
卒
業
し
た
翌
年
の
４
月
か
ら
、
期
間
内
（
最

　

長
６
年
）
に
償
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間　

２
月
１
日
㊌
〜
３
月
10
日
㊎

●
問
合
先　

教
育
課
学
校
教
育
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
３

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
振
込

先
に
公
金
受
取
口
座
を
活
用

で
き
ま
す

i
　

令
和
４
年
10
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
登
録

さ
れ
た
公
金
受
取
口
座
を
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
振

込
先
と
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

　

公
金
受
取
口
座
と
し
て
登
録
す
る
口
座
は
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
上
で
い
つ
で
も
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
変
更
し
た
口
座
の
金
融
機
関
名
や
口
座
番
号
等

の
情
報
は
、
町
で
確
認
で
き
る
た
め
、
窓
口
に
届
け

出
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
手
当
支
給
月
の
前
月
の
１
日
の
直
前
に

公
金
受
取
口
座
を
変
更
し
た
場
合
や
公
金
受
取
口
座

の
利
用
を
や
め
た
場
合
、
左
記
担
当
課
に
そ
の
旨
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

　
　
　
　
　

宮
城
県
保
健
福
祉
部

　
　
　
　
　

子
ど
も
・
家
庭
支
援
課
助
成
支
援
班

　
　
　
　
　

☎
２
１
１
‐
２
５
３
２

令
和
４
年
７
月
14
日
か
ら
の

大
雨
災
害
義
援
金
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
７
月
14
日
か
ら
の
大
雨
災
害
に
よ
り
、

住
家
等
が
被
災
さ
れ
た
世
帯
等
に
対
し
て
、
全
国
の

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
災
害
義
援
金
を
松
島
町
配
分

委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
た
基
準
に
よ
り
支
給
し
ま

す
。
ま
た
、
宮
城
県
受
付
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宮

城
県
の
配
分
基
準
に
よ
り
支
給
し
ま
す

　

申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
思

わ
れ
る
方
に
は
申
請
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
左
記
期
限
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
配
分
金
額

●
提
出
書
類　

①
申
請
書　

②
振
込
先
口
座
が
確
認

　

で
き
る
書
類
の
写
し　

③
罹
災
証
明
書
の
写
し

●
提
出
期
限　

令
和
５
年
２
月
28
日
㊋
（
必
着
）

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

i

あ
な
た
も
知
ら
な
い
う
ち
に

な
っ
て
い
る
か
も
！

　

回
内
足
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
回
内
足
と
は
、

靴
の
間
違
っ
た
選
び
方
、
間
違
っ
た
歩
き
方
、
年
齢

に
そ
ぐ
わ
な
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
柔
軟
性
の
低

下
な
ど
が
原
因
で
足
の
ア
ー
チ
が
乱
れ
る
こ
と
に
よ

り
引
き
起
こ
さ
れ
る
状
態
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
偏
平
足
や
外
反
母
趾
、
膝
関
節
、

腰
を
は
じ
め
と
し
た
体
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
簡
単
チ
ェ
ッ
ク
方
法

　

ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の
あ
る
物
の
上
に
立
ち
、
左
記
画

像
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
情
報
提
供
元　

本
田
整
骨
院

《
塩
釜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関

す
る
説
明
会　
　
　

i
　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対
象
に
「
消
費
税

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
説
明
会
の
開
催
後
、
希
望
者
を
対
象
に
、

登
録
申
請
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
登
録
申
請

相
談
会
」
を
行
い
ま
す
。

　

説
明
会
は
、
事
前
予
約
制
で
、
各
回
と
も
定
員

（
32
名
）
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

●
日　

時　

令
和
５
年
２
月
22
日
㊌

「
主
に
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
向
け
」

　

①
午
前
10
時
か
ら　

②
午
後
１
時
か
ら

●
申
込
先　

塩
釜
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門　

　
　
　
　
　

☎
３
６
２
‐
２
１
５
２
（
直
通
）

●
会　

場　

塩
竈
市
公
民
館　

大
会
議
室

　
　
　
　
　

塩
竈
市
東
玉
川
町
９
ー
１

※
申
込
期
限
は
令
和
５
年
２
月
17
日
㊎
ま
で

※
説
明
会
は
１
時
間
程
度
を
予
定

死　亡

重傷者

全　壊

半　壊

準半壊

一部損壊

17,820円

8,910円

17,820円

8,910円

1,782円

891円

松
島
町
受
付
分

宮
城
県
受
付
分

（
第
一
次
配
分
）

宮
城
県
受
付
分

（
第
二
次
配
分
）

合　

計　

額

320,000円

160,000円

320,000円

160,000円

32,000円

16,000円

460,160円

230,080円

460,160円

230,160円

46,016円

23,008円

122,340円

61,170円

122,340円

61,170円

12,234円

6,117円

▲回内足の状態
（くるぶしの下に骨が出てくる）

▲正常な状態
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●
受
付
期
間　

１
月
10
日
㊋
〜
４
月
６
日
㊍

●
試 

験 

日　

４
月
８
日
㊏
〜
23
日
㊌

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

医
科
・
歯
科
幹
部

●
応
募
資
格　

医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

●
受
付
期
間　

２
月
１
日
㊌
〜
６
月
８
日
㊍

●
試 

験 

日　

６
月
23
日
㊎

幹
部
候
補
生
（
第
１
回
）

●
応
募
資
格

「
一
般
・
大
卒
程
度
」
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
方
は
大
卒
（
見
込
含
）、
修
士

課
程
修
了
者
等（
見
込
含
）は
28
歳
未
満
の
方
）

「
一
般
・
院
卒
者
」
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
修
士
課

程
修
了
者
等
（
見
込
含
）

「
歯
科
・
薬
剤
科
」
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
で
20
歳

以
上
30
歳
未
満
の
方
（
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳
未

満
の
方
）

●
受
付
期
間　

３
月
１
日
㊌
〜
４
月
14
日
㊎

●
試 

験 

日　

一
次
試
験
：
４
月
22
日
㊏
・
23
日
㊐

一
般
曹
候
補
生
（
第
１
回
）

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

３
月
１
日
㊌
〜
５
月
９
日
㊋

●
試 

験 

日　

１
次
試
験
：
５
月
19
日
㊎
〜
28
日
㊐

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。　
　

技
術
幹
部
・
曹
（
海
及
び
空
）

●
応
募
資
格

「
幹
部
」
大
卒
以
上
の
方
で
、
応
募
資
格
に
定
め
ら
れ

た
学
部
・
専
攻
学
科
等
を
卒
業
後
、
２
年
以
上
の
業

務
経
験
の
あ
る
方

「 

曹 

」
20
歳
以
上
の
方
で
、
国
家
免
許
取
得
者
等

※
詳
し
く
は
石
巻
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

３
月
１
日
㊌
〜
５
月
19
日
㊎

●
試 

験 

日

「
幹
部
」
６
月
19
日
㊊

「 

曹 

」
６
月
16
日
㊎

●
問
合
先　

　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　

石
巻
地
域
事
務
所

　

宮
城
県
東
松
島
市
赤
井
字
鷲
塚
１
ー
６

　
（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）

自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

２
月
22
日
㊌
締
切

●
試 
験 

日　

　

筆
記
試
験
：
２
月
25
日
㊏
〜
２
月
28
日
㊋

　

※
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
と
な
り
ま
す
。

　

口
述
・
身
体
検
査
：
３
月
４
日
㊏　

予
備
自
衛
官
補
（
技
能
・
一
般
）

●
応
募
資
格

「
技
能
」
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
方

※
細
部
は
石
巻
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

「
一
般
」
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

募
り
、
外
国
人
の
友
達
と
も
会
話
が
で
き
た
り
、
世
界

が
広
が
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
に
も
小
さ
い
頃
か
ら
英

語
に
触
れ
さ
せ
た
い
と
お
考
え
の
親
御
さ
ん
、
無
料

レ
ッ
ス
ン
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
対
象
年
齢　

５
歳
（
年
長
）
〜
８
歳
（
小
２
）

●
場　

所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
会
議
室

●
日　

時　

水
曜
日　

午
後
５
時
〜　

※
月
１
回
程
度

●
内　

容　

・
初
級
英
語

　
　
　
　
　

・
英
会
話
（
初
歩
的
な
日
常
会
話
か
ら
）

●
問
合
先　

髙
橋
幸
江

　
　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
６
６
２
３
‐
２
８
８
０

５
歳
〜
８
歳
ま
で
限
定
！

英
語
・
英
会
話
無
料
レ
ッ
ス
ン

　
　
　
　
　
　
　

会
員
募
集
中

　

英
語
が
少
し
で
も
話
せ
る
と
、
海
外
旅
行
を
し
た

募

松
島
善
意
通
訳
者
の
会
主
催

英
会
話
教
室
生
徒
募
集
中

●
対　

象　

高
校
生
以
上
（
英
会
話
初
級
程
度
の
方
）

●
日　

時　

各
月
第
２
・
４
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
7
時
〜
午
後
８
時
30
分

●
場　

所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
募
集
期
間　

随
時

●
教
材
費　

１
講
座
５
０
０
円

●
講
師
/
問
合
先　

七
島
美
津
恵

　

☎
０
９
０
‐
７
３
３
１
‐
９
５
２
４

　
　

se
ve
n
isla
n
d
s-m
@
d
o
c
o
m
o
.n
e
.jp

募

２
０
２
２
Ｂ
＆
Ｇ
宮
城
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

の
ご
案
内
【
参
加
者
募
集
】

募
●
日　

時　

令
和
５
年
２
月
25
日
㊏

　
　
　
　
　

10
時
〜
午
後
０
時
30
分
頃

※
当
日
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
前
に
８
時
頃
に
集

　

合
し
、
バ
ス
ま
た
は
ワ
ゴ
ン
車
で
移
動
に
な
り
ま

　

す
。
（
14
時
過
ぎ
帰
着
予
定
）

●
会　

場　

み
や
ぎ
蔵
王
セ
ン
ト
メ
リ
ー
ス
キ
ー
場

●
内　

容　

雪
遊
び
体
験
（
そ
り
遊
び
等
）

●
対　

象　

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生

●
参
加
料　

１
，０
０
０
円
（
体
験
代
、
昼
食
代
込
）

　
　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

●
服　

装　

雪
遊
び
が
で
き
る
服
装（
防
寒
着
、ブ
ー

　
　
　
　
　

ツ
、手
袋
等
）の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　

２
月
９
日
㊍

●
問
合
先　

松
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
６
８
８

●
そ
の
他　

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
な
り
ま
す
。

●
備　

考　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
や
当

　

日
の
悪
天
候
の
場
合
、
事
業
中
止
に
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

独
身
男
女
の
皆
さ
ん
！

ジ
ョ
イ
フ
ル
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
独
身
男
女
の
婚
活
を
応
援
す

る
た
め
、
み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

開
催
す
る
も
の
で
す
。
会
員
・
一
般
問
わ
ず
独
身
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
な
の
で
、
興
味
が
あ

る
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

①
２
月
19
日
㊐　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

②
３
月
12
日
㊐　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
参
加
条
件　

年
齢
に
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

①
男
女
共
通
：
35
〜
44
歳

　

②
男
女
共
通
：
40
〜
49
歳

●
定　

員　

①
②
と
も
に
20
名

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

●
会　

場　

※
①
②
共
通

　

〒
９
８
３
ー
０
８
３
６

　

仙
台
市
宮
城
野
区
幸
町
４
丁
目
５
ー
１

　

エ
ス
ポ
ー
ル
み
や
ぎ

●
参
加
費
※
①
②
共
通

　

男
：
４
，０
０
０
円　

女
：
３
，０
０
０
円

●
申
込
受
付
期
間

　

①
１
月
19
日
㊍
〜
２
月
12
日
㊐
正
午

　

②
２
月
12
日
㊐
〜
３
月
５
日
㊐
正
午

●
申
込
・
問
合
先　

（
当
事
業
の
予
約
等
に
関
す
る
こ
と
）

　

み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
９
３
‐
４
６
３
８

　
　

ko
n
ka
tu
@
se
in
e
n
n
ka
ika
n
.o
r.jp

●
営
業
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
※
毎
週
㊋
定
休
日

i
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

企画調整課　　　　　　　　　☎354-5702

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

3相談合同開催
（人権なんでも相談、
行政相談、消費生活相談）

法律相談（予約制）

生活保護相談
（予約制）

2月7日㊋、3月7日㊋
午前10時～午後3時

こころの相談
（予約制）

ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

2月6日㊊
午後2時～午後5時

2月8日㊌、2月15日㊌
午後1時～午後4時

役場会議室

無 料 相 談

2月2日㊍、2月16日㊍
午前10時～午後4時

2月10日㊎、3月10日㊎
午前10時～午後5時

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

塩釜保健所疾病対策班　　　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153

2月1日㊌、2月15日㊌
午前9時～午前11時30分

2月21日㊋
午後1時30分～午後4時30分

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

平日午前9時～午後4時
※要予約（詳細は要問い合せ）

訪問歯科診療の相談窓口

オンライン健康相談

無料相続相談会

塩釜歯科医師会口腔保健センター
　　　　　　　　　　　　　　☎361-1870

平　日
午前9時～午後4時

塩釜歯科医師会
口腔保健センター

塩釜保健所

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　　　　☎263-1560
平　日

午前9時～午後4時
宮城県がん総合支援センター

多賀城市市民活動サポートセンター
大会議室

宮城県行政書士会塩釜支部
  　　　　　　　　　　☎080-1687-6450

2月25日㊏
午前10時～午後3時

女性の悩み電話相談
特定非営利活動法人キミノトナリ
  　　　　　　　　　　☎050-3503-7707

正午～午後6時
（水・日を除く）

無料税金相談会
多賀城市山王地区公民館

３階　会議室

宮城県税理士会　塩釜支局
※予約受付期間　2月8日㊌～2月17日㊎
  　　　　　　　　　　☎050-2018-1150

2月18日㊏
午前10時～午後3時

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
　　　　　　　　　　　　　　☎355-0703

　日頃から広報まつしまをお読みいただき、ありがとうございます。
　皆さまにとってより有益な情報をお届けするため、「○○な情報を載せ
てほしい」「××が見づらいので△△にしてほしい」
　「表紙に□□を起用してほしい」など、広報まつしまに対する率直な感
想やご意見をお寄せください。
以下のメールアドレスまでご連絡ください。

Mail：matsushima_pr@town.matsushima.miyagi.jp

広報まつしまへの感想・ご意見をお寄せください

▲メール用
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まちの話題プラス

本の宝箱
勤労青少年ホーム（図書室）

☎３５４‐４０３６

《一般書の新着本》

《児童書の新着本》

《図書室からのお知らせ》
● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後６時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
　新型コロナウィルスの影響や災害・悪天候により、臨時休館
や繰り上げ閉館となる場合があります。
● 休　館　日　月曜日・月曜日が祝日の場合は翌日
　　　　　　　（今月は６日・１３日・２０日・２７日）　　
● 問　合　先　勤労青少年ホーム　☎３５４‐４０３６

納期限にご注意

町税などは便利で納め忘れのない口座振替を
推奨しております。また、納付が困難な場合
はお早めにご相談ください。
●納期限　２月２８日㊋
・ 国民健康保険税　　　　　　１１期
・ 後期高齢者医療保険料　　　　８期
・ 介護保険料　　　　　　　　　６期
・ 水道料金　　　　　　　　　２月分
● 問合先
・国民健康保険税について
　財務課税務班　　　　☎３５４‐５７０３
・後期高齢者医療保険料について
　町民福祉課町民サービス班　☎３５４‐５７０５
・介護保険料について
　健康長寿課高齢者支援班　☎３５５‐０６７７
・水道料金について
　水道お客様センター　☎２９０‐０００５

診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　塩釜市錦町7-10　　　 ☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患
診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

日曜・休日（国民の祝日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科
午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間
診療科目受付時間診　　療　　日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内

《今月のおすすめ本》

「 無人島のふたり 」
　　　　　　　    　山本　文緒　著

　余命宣告を受けた著者の最期の日々を記録した闘病日記である。
著者の病への悲しみ、揺らぐ気持ち、優しさ・強さが描かれる。
残された最後の１２０日間をどのように過ごし生きるか―――。
柔らかな飾らないことばで率直に綴られている。
　闘病の日々とともに、穏やかに「私の人生はいい人生だった」
とも記されている。「書く」ことで読者へのお別れとした一冊。　

「 赤ずきん、ピノキオ拾って死体と出会う。 」  青柳　碧人 著
「 機械仕掛けの太陽 」 　  　　　　　　　　 知念　実希人 著
「 栞と嘘の季節 」　　　　　　　　  　           米澤　穂信 著
「 リュウジ式 至高のレシピ 」 　　　　　　　     リュウジ 著
「 弱った親と自分を守る お金とおトクなサービス超入門 」太田　差惠子 著

「 パンしろくま 」  　　　　　　　　　 柴田　ケイコ 作・絵
「 でんしゃでどうぶつえん 」　　　　　　　　丸山　誠司 作
「 金曜日のヤマアラシ  」　　　　　　　　　　蓼内　明子 著
「 図解でわかる１４歳からの自然災害と防災 」社会応援ネットワーク　
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

 

≪話題の本≫

松島空手道場生、内４名が入賞しました
　１１月１３日東京代々木第２体育館でIBKO第一回極
真空手世界大会が開催されました。
　当大会には海外からチリ、コスタリカ、カナダ、中国、
インド、バングラデシュ、スリランカ、イラン、アフガ
ニスタン、オマーン、ポーランド等々が参戦し、松島空
手道場から小学～高校生のジュニア２０名が日本代表と
して大会に挑みました。
　松島空手道場生、内４名が入賞しました。
結果は以下の通り。
U１８男子（優勝）
　　　　　　菅　原　青　空　
　　　　　　世界チャンピオン
小３男子の部（三位）
　　　　　　櫻　井　想　真
小１女子の部（三位）
　　　　　　小　野　里　夏
小学５年女子の部（三位）
　　　　　　佐　藤　愛　心
※優勝した菅原青空さんは、東京オリンピック聖火ラン
ナーもつとめ、また、２４時間TV、世界１００の重大ニュ
ースにも過去に出演しています。

すが        わら        そ           ら

さくら       い         そう         ま

お　　　 の　　　  り           こ

さ　　　とう　　 あい         ね

　１月１５日に文化観光交流館で、公益社団法人落語芸
術協会主催による「こども落語体験」が実施されました。
４２名の親子が参加し、落語の所作や小話、鳴り物につ
いてプロの落語家の方から説明を受け、楽しく体験しま
した。落語体験の後に実施した落語会には１４４名が来
場し、落語や太神楽を楽しみました。

歯科休日診療
２月の納期限 ☎356-1484

☎362-5253
☎363-2306
☎367-6151
☎356-0871
☎367-1774
☎366-4481
☎357-1727
☎767-5650
☎366-2385
☎366-6400

そうま歯科医院
千葉歯科医院
泉沢歯科医院
ホワイト歯科クリニック
おひさまにこにこ歯科医院
引地歯科医院
藤原歯科
うじいえ歯科医院
利府こども歯科大人歯科
皆川歯科医院
はぎわら歯科医院

㊐
㊊・㊗
㊐
㊐
㊍・㊗
㊐
㊐
㊐
㊐
㊋・㊗
㊐

2月  5日
2月11日
2月12日
2月19日
2月23日
2月26日
3月  5日
3月12日
3月19日
3月21日
3月26日

宮城郡利府町青山3-40-3
塩竈市東玉川町2-1
塩竈市泉沢町17-15
多賀城市伝上山4-8-20
宮城郡利府町利府字新舘2-7
塩竈市藤倉2-3-11
多賀城市伝上山2-31-45
宮城郡七ヶ浜町湊浜字入生田90-4
宮城郡利府町新中道3-1-1 イオンモール新利府南館
塩竈市本町8-2
多賀城市町前3-1-17
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文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

伊
達
家
ゆ
か
り
の
文
化
財
④　

政
宗
と
高
僧

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

親
子
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　

親
子
で
か
わ
い
い
ブ
タ
や
パ
ン
ダ
の
キ
ャ
ラ
ま
ん

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
25
日
㊏　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

２
階　

調
理
室

●
講
師 　

え
む
☆
き
っ
ち
ん　

加
藤
美
由
紀
さ
ん

●
対
象　

町
内
小
学
生
親
子

●
定
員　

親
子
４
組
（
先
着
順
）

●
材
料
代　

１
組　

８
０
０
円
（
キ
ャ
ラ
ま
ん
１
組

　
　
　
　
　

４
個
作
り
ま
す
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
上
履
き
、
ハ
ン

　
　
　
　
　

ド
タ
オ
ル

●
申
込
期
間　

２
月
８
日
㊌
〜
16
日
㊍

※

土
日
祝
日
除
き
ま
す
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
問
合
・
申
込
先　

電
話
で
の
申
込
み

　

中
央
公
民
館
（
文
化
観
光
交
流
館
内
）

☎
３
５
３‐

３
０
３
０

※

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

風
邪
症
状
や
発
熱
（
37
・
５
度
以
上
）
等
の
あ
る

　

方
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ

　

て
は
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご

　

了
承
下
さ
い
。

募

中
央
公
民
館

か
わ
い
い
小
物
教
室

参
加
者
募
集

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
モ
リ
ス
の
生
地
で
か
わ
い
い
ア
ク
セ

サ
リ
ー
ケ
ー
ス
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日　

時　

２
月
18
日
㊏
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館　

２
階
研
修
室　

●
講　

師　

カ
フ
ェ
ミ
ナ
ー
ジ
ュ
プ
リ
マ®

講
師

　
　
　
　
　

上
田　

睦
美
さ
ん

●
定　

員　

各　

10
人
（
先
着
順
）

●
対　

象　

町
民
の
方

●
材
料
代　

８
０
０
円

●
持
ち
物　

布
き
り
ハ
サ
ミ

●
申
込
期
間　

２
月
８
日
㊌
ま
で

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

※

土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
。

●
問
合
・
申
込
先　

電
話
で
の
申
込
み

　

中
央
公
民
館
（
文
化
観
光
交
流
館
内
）

　

☎
３
５
３‐

３
０
３
０

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
は
、

　

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

　

募

 　 　

　

観
瀾
亭
松
島
博
物
館
に
は
伊
達
家
ゆ
か
り
の
文
化
財
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
今
回
は
伊
達
政
宗
の
直
筆
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　

政
宗
が
二
人
の
禅
僧
の
詠
ん
だ
和
歌
を
し
た
た
め
た
も
の
で
す
。
夢
窓
疎
石
（
1
2
7
5
ー

1
3
5
1
）
は
伊
勢
国
（
現
在
の
三
重
県
）
の
生
ま
れ
で
京
都
建
仁
寺
や
鎌
倉
建
長
寺
で
学
び

ま
す
。
後
醍
醐
天
皇
に
招
か
れ
て
南
禅
寺
の
住
職
と
な
り
、
足
利
尊
氏
か
ら
も
帰
依
を
受
け
て

天
龍
寺
の
開
山
と
な
り
ま
す
。
和
歌
に
も
優
れ
、
勅
撰
和
歌
集
に
十
一
首
が
採
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
の
宗
峰
妙
超
（
1
2
8
3
ー
1
3
3
8
）
は
播
磨
国
（
兵
庫
県
）
の
生
ま
れ
で
、
花

園
天
皇
の
帰
依
を
受
け
、
大
徳
寺
や
妙
心
寺
の
開
祖
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

書
写
さ
れ
た
和
歌
は

　
　
　
　
　
　

夢
相
国
師

　
　
　

仏
に
は
心
は
か
り
ぞ
な
り
に
け
る

　
　
　
　

身
の
ゆ
く
は
て
は
と
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
く
に
も

　
　
　
　
　
　

大
灯
国
師

　
　
　

仏
に
は
心
も
な
ら
す
身
も
な
ら
す

　
　
　
　

な
か
ぬ
う
ち
に
手
仏
な
り
け
れ

　

と
も
に
仏
心
つ
い
て
詠
ま
れ
た
も
の
。
伊
達
政
宗
が
禅
宗
に
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

本
資
料
は
（
公
財
）
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団
の
助
成
を
受
け
、
平
成
30
年
に
修
復
を
行
い
ま

し
た
。
令
和
５
年
１
月
12
日
か
ら
松
島
博
物
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
学
芸
員
：
森
田
）

政宗直筆一巻
夢相国師は夢窓疎石、
大灯国師は宗峰妙超のこと

親子で楽しく作りましょう！
※写真はイメージです。

し
ゅ
う
ほ
う
み
ょ
う
ち
ょ
う

む  

そ
う  

そ 

せ
き

イヤホンや薬入れなど
使い方は自由です♥
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１
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者

（
敬
称
略
）

米
寿
お
め
で
と
う

◆
村
山　

一
子 　

（
磯
崎
）　

◆
大
山　

孝
子 　

（
手
樽
）

◆
櫻
井　

豊 　
　

（
初
原
）

◆
宮
本　

美
和
子 
（
本
郷
）

◆
髙
橋　

千
代
子 
（
初
原
）

◆
西
條　

イ
チ
子 

（
松
島
）

◆
佐
藤　

繁 　
　

（
磯
崎
）

◆
赤
間　

勝　

 　
　

（
幡
谷
）

◆
髙
橋　

正
兵　

 　

（
磯
崎
）

◆
宮
本　

マ
ツ
子 　

（
磯
崎
）

◆
遠
藤　

光
子 　
　

（
本
郷
）

白
寿
お
め
で
と
う

◆
大
宮
司　

喜
美
子 

（
松
島
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
米
寿

は
町
内
在
住
５
年
以
上
、
白

寿
は
町
内
在
住
10
年
以
上
の

方
で
、
誕
生
月
の
初
日
に
松

島
町
住
民
と
し
て
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

と
な
り
ま
す
。

松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
！

①
２
月
５
日
㊐ 　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

集
合
場
所
：
文
化
観
光
交
流
館

　

コ 

ー 

ス
：
文
化
観
光
交
流
館
〜
松
島
か
き
祭

　
　
　
　
　
　

り
（
グ
リ
ー
ン
広
場
）
〜
文
化

　
　
　
　
　
　

観
光
交
流
館

②
２
月
７
日
㊋　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

集
合
場
所
：
松
島
運
動
公
園
管
理
事
務
所

　

内　
　

容
：
２
０
２
３
年
度
松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン

　
　
　
　
　
　

グ
会
総
会

③
２
月
15
日
㊌　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
１
時

　

集
合
場
所
：
文
化
観
光
交
流
館

　

コ 

ー 

ス
：
文
化
観
光
交
流
館
〜
町
民
バ
ス
〜

　
　
　
　
　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
〜
愛
宕
駅

　
　
　
　
　
　

園
〜
文
化
観
光
交
流
館

④
２
月
23
日
㊍　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

集
合
場
所
：
文
化
観
光
交
流
館

　

コ 

ー 

ス
：
文
化
観
光
交
流
館
〜
福
浦
島
〜
文

　
　
　
　
　
　

化
観
光
交
流
館

●
持
ち
物　

雨
具
、
飲
み
物

　
　
　
　
　

・
③
は
町
民
バ
ス
無
料
券
を
持
参
。

　
　
　
　
　

・
④
は
福
浦
島
無
料
通
行
券
を
持
参
。

　
　
　
　
　

・
防
寒
対
策
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

雨
天
、
降
雪
、
警
報
発
令
時
は
中
止
。

●
連
絡
先　

千
葉　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
８
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　ヘルスメイト松島（松島町食生活改善推進員会）では、１０月～１１月の期間、塩分計を使ったみそ汁の塩分測定を行い
ました。各地区のヘルスメイトが家庭訪問や地域の集まりに出向いて調査を行いました。みそ汁をご提供いただいたみなさま、
ご協力ありがとうございました。

〈みそ汁の塩分濃度の割合について〉
みそ汁の塩分濃度を調査した結果、全体の約６９％が標準の味つ
け（０.８～１.０％塩分濃度）でした。また、うすい味つけ（０.４
～０.６％塩分濃度）の方が約２７％、濃い味つけ（１.２～１.４
%塩分濃度）の方が約５％でした。

〈1日に飲むみそ汁の回数について〉
１日に飲む汁物の回数は約半数が１杯という結果になりました。
また、１日に２杯や毎食飲むという方は約４０％いました。

　汁物にはおよそ約１.２gの塩分が含まれているため、汁物の回
数や適塩に心がけることが大切です。また、みそ汁やスープは具
だくさんにすることで、減塩
や野菜を多く摂ることができ
ます。宮城県の食塩摂取量は
目標値よりも約３g多く摂取
しています。いつもの食事か
ら減塩を心がけましょう。
　来年度もみそ汁の塩分測定
を実施する予定です。ご協力
よろしくお願いいたします。

～みそ汁塩分測定の結果～ 塩分濃度の割合

■うすい（0.4～0.6％塩分）
■標準（0.8～1.0％塩分）
■濃い（1.2～1.4％塩分）

4.7%

１日に飲む
みそ汁の回数

〈食塩摂取量の目標値と宮城県の食塩摂取量〉

 

目標値

宮城県

1) 日本人の食事摂取基準（2020年版）より
2) 平成28年度県民健康・栄養調査より
●問合先
　健康長寿保健づくり班（保健福祉センターどんぐり）
　☎３５５‐０７０３

1）

2）
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■その他のご案内

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３

内　　　　　容 日　付 受付時間 場　　所 対　　　　　　　象

■乳幼児健診のご案内

３歳６か月児健診
午後０時３０分
～午後０時４５分

午後０時４５分
　　　　～午後１時

２月１７日㊎

令和２年９月～１０月生２歳６か月児歯科健診 ２月２１日㊋

令和１年７月～９月生
保健福祉センター
どんぐり

内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

※左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
確認書類をお持ちください。

母子健康手帳の交付 保健福祉センター
どんぐり

午前９時３０分
　　  ～午前１１時

２月　６日㊊
２０日㊊
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ひまわり学級は、約４０名の児童が毎日通級しています。上級生が中心となり、各行事の企画や日々の遊びの計画を支援員
と一緒に立てて過ごしています。
時々、児童館の職員が来て、一緒に工作をしたりすることもあります。１２月は「スノードームづくり」をしました。クリ
スマス会では、各学級で出し物をしてみんなの前で発表しました。

松島町ファミリーサポートセンターでは、子育てのお手
伝いをしてほしい方（依頼会員）と、子育てのお手伝い
ができる方（協力会員）を繋ぎ、地域の助け合い活動を
サポートしています。
協力会員の主な活動として、保育所や学校、塾等への送
迎やご自宅での預かり等があります。

松島町内に住む２０歳以上の方で、心身ともに健康で子
育てのお手伝いができる方なら誰でも登録できます。申
し込み後、センターが実施する講習を受けて頂き会員登
録となります。ご興味のある方！お申し込みお待ちして
おります。
問い合わせ：松島町児童館　☎３５４‐６８８８

どんぐり学級は、約１５名の児童が毎日通級しています。季
節のイベントを楽しんだり、仲間と一緒にボードゲームなど
をして過ごしています。

たんぽぽ学級は、毎日５０名程度の児童が利用しています。
感染症予防に努めながら楽しく活動しています！クリスマス
会は、ゲームやおやつを食べて楽しみました。年末には、毎
年恒例大掃除！２、３年生の男子が窓掃除を担当し、大活躍
でした。

各留守家庭児童学級の１２月の活動紹介

【ひまわり学級（２小学校区）】

【どんぐり学級（５小学校区）】
地域の子育てを応援したい方大募集中！

【たんぽぽ学級（１小学区）】



松島の子育て 検索

開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
小学生：冬季１０月～３月 （午後４時３０分まで)
中学生：午後６時まで　高校生：午後７時まで

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始
新型コロナウイルス感染予防の為、開館時間を短縮
しています。詳しくは児童館までお問い合せください。

松島町
☎ 354-6888　FAX 355-1022

児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町こども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/

19 広報まつしま

松島町

児童館
だより

２月号

　５組の親子が元気に参加してくれました。お母さん達からは「沢山スキンシップ
をとれて楽しかった♡」「音楽に合わせて回ったり、ふわふわな物の上を歩いてみ
たりできて楽しかった」という感想をいただきました。

1２月１６日㊎　３B体操（１歳児親子対象）

　紙粘土でゆきだるまを作りました。粘土をこねこねして丸めたり、お顔を付けた
り、ゆきだるまのお家にシールを貼ったり、みんなキラキラした目で夢中になって
製作していました。こねたり、伸ばしたりすればするほど、柔らかくなる紙粘土の
感触を楽をしむ事が出来ました。

１２月２１日㊌　なかよし教室

　児童館では、まだ充分に使えるおもちゃや、捨
てるには“もったいない”子ども服の寄付をつの
り“おさがり”として、必要としている方へ安価
で販売いたします。
　また、３月８日㊌は昨年好評だった松島町婦人
会さんの「バザー」も同時に開催致します。
　ここでの収益は、児童館のおもちゃや絵本購入
にあて、子ども達がより楽しく児童館で遊べるよ
うにしていきたいと考えています。ご協力お願い
します。

教室名／イベント名 対　　　象 日　　程 時　　間 内　　　容

■親子教室・イベント等の日程 ✿マークは、乳幼児親子向けのイベントです。　
※新型コロナウイルス等の感染症予防及び感染拡大防止の観点からイベントが中止や変更になる可能性があります。予めご了承ください。

✿なかよし教室 【登録制】
午前１０時３０分
～午前１１時３０分

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験します。２～
３歳児の教室です。

✿★リサイクル広場 参加自由
午前９時
　　　～午後１５時

児童館に集まった洋服などを安価で販売し、収益は児童館のお
もちゃや絵本購入にあて、子ども達がより楽しく児童館で遊べ
るようにしていきたいと考えています。ご協力お願いします。
※松島町婦人会バザーは８日㊌のみ開催です

３月　８日㊌
　　　９日㊍

２月２２日㊌

✿読み聞かせの会 【登録制】
読み聞かせボランティア「おはなしころころ」さんによる絵本
や紙芝居、パネルシアターなど児童文化を楽しみます。

午前１０時３０分
　　　　　～１１時

✿リトミックの日 参加自由 ピウピアノ音楽教室の鈴木先生がボランティアで児童館に遊び
に来てくれます。音楽に興味のある親子さん集まれ♪

午前１０時３０分
　　　　　～１１時

午前１０時
～午前１１時３０分

✿どんぐり保健室 ０歳～１８歳までの
お子さまと保護者

松島町の保健師、栄養士とお子様の成長や予防接種、ことば、離
乳食についてお話ししませんか？気軽に遊びに来てください♪

午前１０時
　　　～午前１１時

✿親子ヨガ教室
※要申し込み

２・３歳児親子
定　員　８組

ヨガには、「姿勢の改善」「運動機能の向上」「リラックス効果」
があるといわれています。親子で簡単に取り組めるポーズも沢
山ありますよ！講師は、尾形華香先生です。
持ち物：水分補給用飲み物

午前１０時３０分
～午前１１時３０分

✿３B体操
※要申し込み

2月20日㊊午前9時～受付開始

２・３歳児親子
定　員　６組

「３B」とは、“ボール”“ベルター”“ベル”の３つの用具を使った
楽しい体操です！親子で楽しく体を動かしましょう！
講師は佐藤多嘉子先生です

３月　７日㊋

午前１０時
～午前１１時３０分

✿赤ちゃんほっとサロン 乳児(０歳)親子
参加自由

初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑うこともあるかと思
います。助産師・保健師と一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のこ
となどお話ししてみませんか？赤ちゃんを囲みながらほっとひ
と息つける時間を過ごしましょう。

２月　８日㊌

２月　９日㊍

２月２７日㊊

２月１５日㊌

２月１３日㊊

３月
８日・９日

「リサイクルひろば」
「第２回松島町婦人会バザー」

開催のおしらせ
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